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看 護 理 論 と 実 践
城ヶ端初子
HatsukoJogahana
本大学院看護学研究科がスター トして3ケ月が経過し
ました｡カリキュラムの基盤共通科目として ｢看護理論｣
(2単位)が初年度前期に配置されており､現在授業が
進行中です｡院生達は､教科目 ｢看護理論｣のめざす目
的の一つである看護現象を科学的に把握するための学び
や ｢看護理論｣と ｢実践｣のつながりの探求を続けてい
るところです｡今回は､院生達の反応を手がかりにして ｢看
護理論と実践｣と遺してお話します｡
Ⅰ.看護理論とは
1.理論の定義
看護理論とは､一言で言えば看護に対する見方や考え
方を体系的に理論づけたものです｡看護理論の定義はさ
まざまですが､例えば ｢ある現象を説明したり､その特
徴を明確にするために書かれた一連の記述である (Stevens,
B)1)｣や ｢概念 ･定義 ･命題といった一連のものであり､
これら概念 ･定義 ･命題は､<記述すること>､<説明
すること>､<予測すること>の目的のために特定の概
念間の相互関係をデザインすることによって､現象に対
する系統的な見方を提示するものである (Tbmey.AM)
2)｣等があります｡
ここで ｢概念｣や ｢命題｣という難しい言葉が出てき
ました｡理論を理解するためには､その構成要素である
2つの言葉を知る必要があります｡概念 (Concept)とは､
｢広辞苑｣によれば､｢事物の本質を捉える思考の形式
｣また｢事物の本質的な特徴とそれらの連関が概念の内容
(内包)｣であると書かれています｡また､概念とは理
論を構成する要素でもあります｡命題 (propositon)とは､
｢判断を言葉で表したもの｣であるというのです｡
結局のところ､理論はそれを書いた人の物事 (現象)
に対する見方といえるのではないでしょうか｡しかもそ
の中には､その人の気持ちや考えが含まれているがゆえ
に物事の本質をどのように見ているのかを反映したもの
というわけでしょうか｡そう考えると私達がしなければ
ならないことはその理論の本質を読み取っていく努力を
していくことが必要であるということです｡
2.看護理論をなぜ学ぶのか?
看護理論を学ぶことによって次のことが可能になります｡
1)看護の本質を探究する姿勢を育成できる｡
2)自己の看護に関する認識の変容がみられる｡
3)高度な看護実践が展開できるようになる｡
4)看護専門職としての自分育てが可能になる
5)実践の科学である看護学の確立に向けて取り組める｡
3.看護のメタパラダイム
｢健康｣｢環境｣｢人間｣｢看護｣の概念は主要な前提
や概念の定義の中で明確に書かれていることも多いので
すが､これらは看護理論の中心的存在になります｡
看護場面でみますと､健康上の問題をもった患者 (人間)
が存在し､その人を看護する看護師 (人間)がいます｡
両者は健康問題をもつ人と看護の専門家として相互作用
を繰 り返しながら､健康問題の解決に向け進展 していく
関係です (図1参照)｡ このように ｢人間｣｢健康｣｢環境｣
｢看護｣の4つの概念は看護場面ではきわめて重要な概
念となるのです｡看護師自身がこれらの概念をいかに把
握するかによって患者 (人間)と看護師 (人間)の関係
が変わることも考えておく必要があります｡
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Ⅱ 看護理論に基づいた実践
看護理論と実践はどのようなつなが りにあるのでしょ
うか?理論がなくても実践できる等という考えは ｢理論｣
と ｢実践｣は別のものであると捉えてお り､そうなると
両者間にはつながりが見出せなくなります｡ しかし､臨
床の場では既に看護理論の活用で看護の質をあげること
が可能であると､実際を通 して確かめられています｡す
なわち､｢理論｣と ｢実践｣の間には何らかの関連があり､
しかも相乗効果があると考えられます｡なぜならば､看
護実践は理論の表現技術であり両者は密接不可分の関係
にあるからです｡
看護師が看護理論をもっていても､それが看護実践 (行
為)として表現 されなければ､看護にはなり得ません｡
なぜなら､看護は実践の科学だからです｡看護理論が単
に理論としてある限り､それは ｢絵に措いた餅｣でしか
ないのです｡
Ziegler.SMは ｢理論｣と ｢実践｣の目的を次のように
述べています.｢看護に r理論』を用いる目的は､看護
場面に起きている状況を記述 し､説明し､予測し､その
状況をよく理解できたという手応えを得ることであり､『実
践』の目的は､理論を通 して理解 したものを実際に患者
に応用 し､クライエントの健康状態やヘルスケアを改善
していくことである｡『理論』と 『実践』は各々が単独
では機能するものではない｡3)｣
このように ｢理論｣と ｢実践｣は密接につながっており､
相互に影響 し合う関係にあるのです｡
おわりに
生活を整える専門家としての看護職は 科学的な看護
理論を活用して､対象に合った看護の展開が求められます｡
そのためには看護理論の学習はもとより､実際に看護理
論を実践の場で使ってい く努力を今後さらに重ねていく
ことが大切ではないでしょうか｡
皆様それぞれの場での理論の活用を願って終わりにし
ます｡
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